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独⽴⾏政法⼈海洋研究開発機構

 

伊⾖半島東⽅沖地震に関わる緊急調査実施のお知らせ

 海洋研究開発機構（理事⻑ 加藤康宏）は、平成18年4⽉21⽇伊⾖半島東⽅沖で発⽣しました地
震に伴い、緊急調査を実施することとなりましたのでお知らせいたします。

< 調査の⽬的 >
初島沖6kmの海底（⽔深1,174ｍ）に設置されている「初島沖深海底総合観測ステーション」（別
添１）によって撮影された地震発⽣直後の泥流（写真１、２）による堆積物の状況変化の把握及び
今回の地震による「初島沖深海底総合観測ステーション」への影響の確認を⾏ないます。また、こ
の調査により、今回⽣じた海底での地すべりの規模を知る⼿がかりが得られます。

< 調査の概要 >
海洋研究開発機構が有する海洋調査船「なつしま」及び無⼈探査機「ハイパードルフィン」を⽤い
て、「初島沖深海底総合観測ステーション」周辺（図1）において、⽔中カメラによる⽬視観測な
どの調査を⾏います。

調査期間︓平成18年4⽉22⽇（⼟）〜4⽉25⽇（⽕）

お問い合わせ先
海洋研究開発機構
地球内部変動研究センター 海洋底観測研究グループ グループリーダー
⽊下 正⾼
TEL046-867-9323
経営企画室 報道室⻑ ⼤嶋 真司
TEL046-867-9193
 
 

https://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/archive/2006/20060421/1.pdf
https://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/archive/2006/20060421/1.pdf


写真１ 初島沖深海底観測ステーション泥流発⽣前の画像

写真２ 初島沖深海底観測ステーションにより確認された泥流



図１ 調査海域概要図

 


